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肺結 核症 な らびに実験的結核 モルモッ トよ り分離 した

結 核 菌 以 外 の 抗 酸 性 菌 に つ い て

第3報4%NaOHと4%H2SO4の 前処理の菌発育に対する

影響 とマウス接種の予備実験

遠 山 和 明

北里研究所付属病院(指 導 小川辰次部長)

受 付 昭 和35年1月12日

1緒 論

私の分離 した結 核菌以外の抗 酸性菌 は試 験管 内の実験

に よれば非 病原性の抗酸 性菌 に一致 す るものの よ うであ

ることは前報で述べた とお りであ るが,さ らに私は前処

理 の 違 い に よって抗酸 性菌 の検 出率に差 が あるか ど う

か,お よび菌 の性状や試 験管 内の成績 との関係が どうか

を検討す るために4%NaOHお よび4%H2SO4の

前処理の影響 をみた。

次に これ らの菌株 をマウスに接種 し病変 の有無 をみ る

のには,ど のよ うな方法によれば よいかを明 らかにす る

ために種 々の菌量 を接種 し,種 々の時期 に屠殺剖検 し検

索 した。

マウスを 選 んだ のは 非 定 型的 抗酸 性菌,あ る いは

INAH耐 性結核菌 を モル モ ットに 接種 した場合は 病変

が現われないのに マウスでは病変 を示す ことは多 くの研

究 者によって証 明 されてい るので,非 病原性の抗酸 性菌

と推定 され るこれ らの菌株 の中に も,あ るいは マウスに

対 して病 原性を示 す ものが存在 す るのではないか と思 わ

れたか らであ る。

II実 験 方 法

a)前 処理 の影響

小川1)ら の定量培養 の方法 にな らっ た。 まず 同一菌

株について前処理 しない ものを1%小 川培地に接種す

るとと もに,4%NaOHで 処理 した もの は3%小 川

培地に,4%H2SO4で 処理 した ものは3%第 二燐

酸 ソーダ培地に同時に接種 した。 そして1%小 川培地

におけ る発育 の状態 を集落 の発育 までの期 間に よって検

討 す るとと もに4%NaOHお よび4%H2SO4で 処理

した ときの集落 数を比較 す ることによ りその態度 を観察

した。方法 は次 のよ うであ る。

① 使 用培地

1%小 川培地,3%小 川培地 は 所定 の よ うに 作つ

た。3%第 二燐酸 ソーダ培地は基汁 が前2者 の培地 と

異 なるだ けで あるが その基汁は次の よ うであ る。

第 二燐酸 ソーダ3.0

味の素1.0

蒸溜水100.0

② 培養 の方 法

継 代1～2週 の菌 を用い,1mg/ccの 菌浮游液 を作

り,所 定濃度 へ の 稀釈 を それ ぞれ 滅菌 蒸溜水,4%

NaOH,お よび4%H2SO4で 行 ない,蒸 溜水 で 稀釈

した ものは1%小 川培地 に,4%NaOHで 処理 した

ものは3%小 川培地 に,4%H2SO4で 処理 した もの

は3%第 二燐酸 ソーダ培地 にそれ ぞれ0.106ず つ を

各稀釈段 階について4本 宛接種 した。 接種菌量 は 菌株

によ り一定 してい ないが大 部分 の ものは10一4mgか ら

10-6mgの3段 階 中の2段 階 であ る。判定 は2週 目に

行 ない,発 育 の 遅い ものについ ては4週 で 行 なっ た も

の もある。

b)マ ゥス接種の予備実験

① 実験に使用 した菌株

白石株 …非病原性抗酸性菌 と推定 され る もので肺結

核患者の喀疾 か ら分離 した菌株

今井株 …INAH10γ 完 全耐性,カ タラーゼ陰性の

結 核菌 であって肺結 核症 患者の喀湊 か ら分離 した菌株

H2株 …毒力のあ る保 存人型結核菌株

以上の菌株 の性状お よび試 験管 内の実験成績 は表1の

よ うであ る。

② 動 物

ddN系 の雄 の109前 後 の マウスを用いた。

③ 接種方法

手振 り法 によつて 菌 の 浮游液 を作 り尾静脈 よ り 白石

株,今 井株 では5mg/ccの もの を0.2coす なわ ち1

mgと,0.5甥9/60の ものを0.2coす なわ ち0.1%

mgを接種 した。またH2株 は0.1mgの み を接種 した。

その生菌単位 は1%小 川培地 によ り計算す ると次の よ

うであ る9
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表13菌 株の集落の着色と性状ならびに試験管内実験成績

注:1)抗 煮沸値 は分を示す。

2)コ ー ド形成性,中 性赤反応,ナ イア シン反応 につ

いて:一 は陰性 を,土 は疑陽 性を示す。

5)耐 は完全耐性 を,不 完耐 は不完 全耐 性をま た感 は

感 性を示 す。

4)耐 性の基準 は次 のよ うであ る。
SM10γ
PAS1γ
INAH1γ
C100γ 以 上
PZA100γ
Km10γ
VM10γ

5)SMは ス トレプ トマイシンの略
PASは パ ラア ミノサ リチール酸 〃
1NAHは イソニ コチ ン酸 ヒ ドラヂ ツ ド〃
Cは サ イクロセ リン 〃
PZAは ピラヂ ナマ イ ド〃
}Mは カ ナマイシン 〃

VMは パ イ才マイ シン

この表 でみ ると接種 した生菌単位 は白石株 が もっ とも

多 くて次にH2株 で白石株 の1/5量,も っ とも少 ない

のは今井株 で白石株 の約1/50と い うことにな る。

④ 実験の計 画

接種後1週,2週,3週,4週,5週,6週 と毎週,

2～3西 宛 を屠殺剖検 し,肉 眼 的に淋巴 節および臓器 の

病変 をみ るとと もに,脾 の 重量 を計 つた。 また,肺,

肝,脾 等 の臓器の一部 を と り,組 織学 的に検 査す るとと

もに これ らの臓器 よ りの菌の還元培養 を行ない,臓 器内

の菌の消長 を追及 した。な お毎週体重の測定 を行なって

体重 曲線 を作っ た。

⑤ 還元培養 の方法

小川2)ら の定量培養 の方法 に従っ た。 す なわ ち,上

皿天秤で臓器 の量 を 計 り,こ れに10倍 量の1%Na

OHを 加 えて 滅菌 乳鉢で よ くす り,そ れを さらに10

倍,あ るい は100倍 に稀釈 して その0.100宛 を2本

の1%小 川培地 に接種 し,毎 週観察 して3週 で集落

数 を比較 した。臓器 を100倍,1,000倍 稀釈 したのは,

集落 数を数 え ることので きるよ うに した のであ る。100

倍 に稀釈 した ものを0.1co接 種 した ときの集落数 は臓

器1mg中 の,ま た1,000倍 に薄 めてその0.106を

接種 した ものは0.12mgの 臓器 中の数を 示す ことに な

る。

皿 成 績

a)前 処理 の影響

前報 のよ うに非病原性抗酸性菌 と推定 され る菌群 を被

検群,結 核菌群 は対照群 とよぶ ことにす る。

① 前処理 しない場合の初発集 落の発育 までの期 間

まず,被 検群 の前処理 しない場合 の1%小 川培地 に

おけ る集落発育 まで の 期 間を み ると表2の よ うに,1

週 以内に発育 した ものが25株(49%),2週 間までに

14株(27.5%),3週 間まで10株(19.6%)で あっ

て4週 間では じめて 発育 した ものが2株 あった。 対照

群 では1週 間に発育 した ものはな く,い ず れ も2週 以

後 であった。 これ ら被検群 の菌株 は何代 も継代 された も

のであ るに もか かわ らず その半数は2週 以上を要 して

い る。 これ らの発育 がひ と系 と動物系で差 が あるか ど う

か をみた。 成績 は表3で み るよ うに,ひ と系は44株 で

あ るがかな り遅 れて発育 す る ものがあ る。動物系は7株

であ るが これ らは3週 以後に発育す る ものは1株 もな

かった。

また,さ らに集落 の着色 お よび集 落の性状 と発育 との

関係 をみたが表3の よ うに これ らの ことと 発育 との間

には はつ き りした関係 は認 め られ なかった。

② アル カ リ処理 と酸処理の発育に及 ぼす影響

集落数が2倍 以上の差の あっ た場合 これ を差 として と

つて,

アル カ リ処理>酸 処理 をA群

アル カ リ処理<酸 処理 をB群

アル カ リ処理=酸 処理 をC群

表2前 処理 しない場合の初発集落 の発育 までの

期 間

注:表 中の数字は例数を示す。
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表3初 発集落の発育までの期間と菌株の出所別,集 落の性状との関係

表4前 処理の影響 と菌株の 出所,着 色,性 状 との関係

表5前 処理の影響と抗煮沸値の関係

としてみ ると表4の よ うに被検群 の実験例46株 中A

群 は12株(26.1%),B群 は22株(47.8%),C

群 は12株(26.1%)で あった。 このよ うな 発育 の 態

度 がひ と系 と動物系,集 落 の着色 してい る もの と無色 の

もの,お よび集落 の性状 と関係があ るか どうか を検討 し

てみた。 その成績 は表4の よ うにひ と系では この3群

にほぼ同数 分布 されてい るが 動物系 の5株 は いず れ も

B群 であって酸 処理 のほ うが優 れてい る。 次 に 集落 の

着色 してい るものではB群 が他 の2群 に 比 して 著明

に多いが無色 の ものではA,B,Cの3群 に ほぼ 同

数 に分散 してい る。次 に集落 の性状 との相 関につい てみ

るとS型 ではB群 がA群 やC群 に比 して約2倍

多い。中間型およびR型 ではその傾 向ははつ きりしな

い。 なお,対 照群 の 場合 は,C群 が12例 中の9例

(75%)で あって 他 の3例 はA群 であっ てB群 は

1例 もない。

次に前処理 の影響 と抗煮沸値 との関係をみ ると表5の

よ うで あつてB群 に おいて22株 中の18株(81.8

注:表 中の数字は例数を示す。

注:表5に 同 じ。

注:表5に 同じ。
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%)がKf値1以 下で あった。 すなわ ちB群 におい

ては抗 煮沸 値の低い ものが多い とい うことがで きる。A

群,C群 は この傾向ははつ き りしない。 次 に中性 赤反

応,コ ー ド形成性 との関係 をみたが一定の傾向は見出だ

せ ない。

またナ イア シン反応はA群 もB群 もC群 も全部

陰 性 となった。なお,対 照群 の発育 と前述 の ような反応

との相 関関係 をみたがはつ きりした傾 向はっか めない 。

b)マ ウス接種 の予備 実験

① 体重 の推移

H2株,今 井株,白 石株 と もに1.0mg接 種で も0.1

mg接 種で も次第に増加 してい る。すなわ ち毒力のあ る

菌 と毒力のない菌 との問には体重曲線に よる著 明な差 は

認 め られない。

表6肉 眼的所見(1.0初9接 種群)

表7肉 眼的所見(0.1mg接 種 群)

② 剖検所見

a)肉 眼 的所見

そのいず れの場 合で も淋巴 節におい てははつ きりした

所見 は 認 め られ なかっ た。 次 に臓器の 病変 を み ると,

1.0mg接 種 では 表6の よ うに,今 井株で は脾,肝 に

は6週 まで1匹 も病変 を認 めた もの はない 。肺で は,

4,5,6週 に3匹 ともに結核結節 を認 めることがで き

た。白石株で は1週,2週 お よび4週 において肝に結

節様 の もの を 認 めた ものが それ ぞれ2匹,2匹,3匹

あ っ た し,ま た第5週 では肺 に,6週 では 脾 に 同様

の結 節様 の ものを認 めた ものがあった。しか し これ らの

結 節様 の ものは普通 の結 節 と異な る透 明の感 じのす る白

色～乳 白色 の辺縁 の比較 的滑 らか な もので あっ て数 は2

～3コ で あ る。

0.12%9接 種 の成績 は表7の よ うで あっ て,H2株

では6週 の2匹 の肺に結節 を認 めたのみで ある。次に

今井株 では5週 に肝お よび肺に,ま た6週 に肺に結 節

を認 めたのが それ ぞれ3匹 お よび2匹 あった。白石株

注:1)+は 結核 結節 および結 節様の ものの存在 を示 す。

2)結 節 の数 の程度 は次のよ うで ある。

+よ うや くみ うる程度(10コ 以下)++10前 後+++か な り多 数++++き わめて多数

注:1)表6に 同 じ。

2)*は 死 亡例
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で は1.0m39接 種で認 めたよ うな結節様の もの を1週

に肝 に1コ 認 めた ものが11匹 あっ ただ けで他に は病変

を認 めない。以上 のよ うにH2株 で も,今 井株 で も肺

に4週 以後 に病変 を認 めたが 白石株 ではほ とん ど病変

を示 さない。

b)脾 の重量

1.0mg接 種の場合で も,0.1mg接 種の場合で も,

次第に増加 してい るがH2株 や今井株 の よ うな 有毒の

もの と白石株 のよ うな無毒 な もの とに差 はない。

c)組 織学 的所見

①0.1mg接 種群

脾:今 井株 の第2週 に白,赤 両脾髄 に 巨大喰細胞 よ

りな る小 さい病巣 が相 当数出現 し,第3週 では 多数の

結 節(巨 大喰 細胞を主 とす る,一 部類 上皮 細胞化 あ り)

を認 め第4週 よ り結核結 節に 類 上皮細 胞の萎縮(細 胞

体 の細小化,核 が濃 く小 さ くな る)傾 向 を示 し,第6週

では萎縮 した結節 を少数認 めるのみ とな る。白石株 の所

見 もおおむね 同じで あるが第2,3週 の巨大喰細胞に よ

る結節形成の さい浸潤性の傾向が強い。H2株 接種例の

第1週 で は巨大喰細胞 よ り な るきわめて小 さい 細胞浸

潤巣が少数 み られ,第3週 では多数の 類 上皮細 胞の 細

胞体 は細 小化 し核 も濃 く小 さくな る傾 向を認 めた。

肝:今 井株 では第1週 に巨大喰細 胞 よ りな る 小病巣

が少数出現 し第2週 にはそれは 大 きさと数 を 増 し,多

数の結 節を形 成,第3週 では結 節中に 類 上 皮 細胞化 し

た ものが認 め られ,第4週 よ り脾 と同様に 結 節の 萎 縮

傾向 を認 め るが脾 よ り著 し くない。H2株 接種群では第

1週 で はKupfer氏 細胞の活 動化 像が認め られ,第3

週で は小 さい結節 を多数認 め,こ れ は主に巨大喰細胞 と

少数 の多核 白血球 よ りで きてい る。 またこの時期に類上

皮細胞化 した ものをみ る。第6週 では 類上皮細胞結節

を多数認 め る。 白石株接種群で は 今井株 の 場 合よ り第

2,第3週 において病変 の 浸潤性 の傾 向が 強 く肝細 胞

の退行性変化 がみ られ る。 このほかは今井株 の場合 と大

差 がない。

肺:今 井株 接種群,第2週 に充 出血,第3週 に主 と

して巨大喰細胞 を主 とす る少数の結節性病巣が出現 し第

4週 よ り第6週 にか けて病巣 は大 きさと 数 を増す。 病

巣 中には,多 核 白血球 の浸潤 を認め核の変性像がみ られ

る。H2株 接種群 では第3週 で は 肺 の 充 出血が著 し く

な り巨大喰細胞 を主 とす る限局性 の病巣が 出現 し,第6

週 では結 節性病巣 はその数,お よび大 きさを増 し病巣中

に多核 白血球 の浸潤,核 の変性像が み られ る。白石株接

種 群では第2週,第3週 に充 出血がみ られ る以外に著

変 を認め ない。

②1.0mg接 種群

第1,第2週 で病変が0.1解9接 種群に比較 して著

しい 以外,大 差 を認 めない 。

以上今井株接種群 とH2株 接種群 の 所見 は ほぼ同 じ

であ る。白石株接種群 では肝,脾 に今井株 とほぼ同 じ所

見が み られ るが肺 に病変 を 起 こさない ことは 前2者 と

異な る点 であ る。

なお白石株 において結 節 らしい ものをみ た もので も特

異性の病変 はみ られなか ったし,ま た上述 のよ うな病変

表8臓 器 よ りの還元培養(1。0甥9接 種群)

注:1)表 中の数字は集落数の平均値 を示 し,小 数 点以下は切 り上げた。

2)柵 ～+は 無数で あることを示 し,+の 数の多 い ものほど集 落数の多 いことを示す。
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表9臓 器 よ りの還元培養(0.1粥9接 種群)

が とくにはつ きりしてい るよ うな所見 も認 め られ なかっ

たか らおそ らく非特異性 の病変で あろ う。

d)臓 器 よ りの抗酸性菌 の還元培養

1.0〃39接 種 の 成績 は表8の よ うで あって0.1mg

接種 の成績 は表9の よ うで あ る。 まず今井株 では,1.0

7㍑9接 種では脾は1週 よ り2～3週 ぐらい の ところで

多 くな りさ らに5週,6週 で少 な くなってい る。肝 は,

4週 までは 脾 と ほぼ同様 で あ るが6週 で 再 び 増加す

る。肺 では,1週 が もっ とも少 な くて週 の進 む とともに

次第 に増加す る傾 向を示 してい る。

次に0.1"¢9接 種で はこの よ うな脾,肺 の傾向 は も

つ とはつ き りして い るが 肝では1.0mg接 種 と異 なっ

て,6週 において は,さ らに減少 してい る。 この成績の

違い は1.0m9接 種で は,無 数で あっ たが ための 読み

の誤差か もしれ ない。次 に非病原性抗酸性菌 と推定 され

る白石株 では1.0mg,0.1m9接 種 と もに脾,肝,肺

のいずれの臓器において も週の進む とと もに集落数は減

少 してい る。次に有 毒菌 であ るH2株 は0.17η9接 種

だけであ るが今井株 同様脾,肝 では週 の進 むにつれて集

落 数は減 少す るが肺 では その反対 に増加 してい る。なお

白石株 を接種 した マウスにおいて結 節様 の病変 を認 めた

もので も臓器 の還元培養 において とくに多 くの集落 を認

めていない。 この事実 は非特 異性の病変で あることをさ

らに裏 書 きす るものであ ろう。

IV総 括お よび考察

まず第一 に被検群 の発育 の様 子をみ ると約半 分は1週

間以 内に発育 してい る。1/3は2週 に 発育 してい るが

3週,4週 で発育す るもの も多少 あ る。 この成績 はわが

国の多 くの諸先進の成績や,最 近 の河合5)の 成績 と一一

致す る。

アメ リカのVeteransAdministrationの 第15回 の

検査方法4)の 中では非病 原性抗酸性菌 は発育 が早 く,

非定型 的抗酸性菌 は結核菌 のよ うに発育が遅い としてあ

る。私の成績 で 発育 の 遅 れて い るものが あ るが,し か

しこれ らの菌株 で も試 験管 内の実験ではいずれ も非 病原

性抗酸性菌 に一致 す る性状や反応 を示 してい るが,あ る

いは この よ うな発育の遅 い菌株 が アメ リカの非定型的抗

酸性菌の中に入ってい るのか もしれない。次に前処理に

対す る影響 では両方の処理に対 して平等の影響 を示す も

の,と くに酸に よって強い影響 を受 け る もの,ア ル カ リ

に よって と くに強 い影響 を受 け る もの等 があって,は っ

き りした傾向がない。 これは,人 型結 核菌 においてはア

ル カ リ処理 に対 して強 く影響 す るものが1株 もなかった

注:表8に 同 じ。
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成績 と著 明な差 があ る。 この事 実はK.A.Jensen5)の

いってい るよ うに非病原性抗酸性菌は酸に対す る影響が

少ない とす るの と多少異な るが一部 このよ うな菌株 が存

在 す るとい うことは確 かで ある。 さ りとて アル カ リ処理

で あるか らと くに陽性率が低い とい うことは 当 た ら な

い。

なお,中 和 の実験 は行 なっ てい ないが 中和 とい って も

前処理 にアル カ リを使 用してい るのであ るか ら中和が と

くに陽性 率をよ くす るとも考 え られ ない。

次 に マウスに対 す る予備 実験では,毒 力 のあ る人型菌

としてH2株,ま た マウスには毒力があ るが モル モ ット

にはない と いわれ るINAH10γ 耐性の カタラーゼ 陰

性の今井株 な らびに非 病原性の抗酸 性菌 として白石株 の

3者 について1週 か ら6週 にわたって実験 した。 その

結 果体重 曲線,脾 の重量 は病原性菌 と非病原性菌 との鑑

別に はあま りあてに な らず肺の 中の菌 の消長 および組織

学的の検査が鑑別の重要 な手段 であ るのをみ た。す なわ

ち臓器の 中の 菌 の 数はH2株 も,カ タラーゼ 陰性 の

INAH耐 性菌 も肝,脾 では一 時的に増菌 す るが週 の進 む

とともに漸次減少 す る傾 同にあ るが,肺 では反対 に増加

す る傾 向が あ るのに非病 原性の抗酸 性菌 においては肝,

脾,肺 ともに感染 の最初 に一一時的の増加 があ るが,そ の

後 は週 の進 むに従い漸 次減少す る傾向 を認 めた。すなわ

ち肺におけ る菌 の消長 が病原菌 と非 病原性の抗酸 性菌 と

では全 く反す る もので あることが分かった。なお,こ の

よ うな傾向 をみ るため には,1週,3週,6週 の3回

の剖検で十分で あること,接 種菌量 は0.1mgの ほ う

が,は つ きりす ることを認 めた。 よっ て今後 の検索 には

0.1mgを 静脈 中に接種 して,1週,3週,6週 で剖検,

肺中の抗酸性菌の消長 をみ ることに検査 の重点 をおいて

研究 を進 めたい と思っ てい る。

次に組織学 的には,H2株,INAH耐 性菌 の 今井株

ともに脾,肝,肺 に 結核結 節を 認 めたのに,白 石株 の

脾,肝 ではINAH耐 性菌 の今井株 と同様 の病変 を 示 し

てい るが肺ではほ とん ど病変 を認 めていない。 したがつ

て組織学 的の検査 も,臓 器内の菌 の消長 とと もに鑑別の

方法 として重 視 してゆ きたい。

白石株は もと もと結核患者の喀湊 よ り非病原性の抗酸

性菌の疑いで分離 され た もので あ り,そ の 出所,性 状 ・

試験管 内の種 々の実験で ははっ きりと非病 原性 の菌株 と

推定 され てい るもので あ るか ら上述 のよ うな一一時 的の増

菌 や,脾,肝 の組織学 的の病変 を どのよ うに判定 す るか

は,今 後 の問題 として も,今 度の実験では一応病 原性の

ない もの と判定 し,H2株 や今井株 の よ うに肺の中で漸

次増菌 す る傾向 を示 した ものお よびはつ き りした組織 学

的病変 を常に認 めた もののみ を病原性のあ るもの と判定

しよ うと思 う。

私の成績 は非病原 性抗酸 性菌 の染谷6)ら,非 定 型的抗

酸性菌 と称 されてい る宮本7)ら の成績 とほぼ一致す る。

また結核菌 につい ては小 川 ら,お よびその他 多 くの諸先

進 の成績 に一致す る。

なお肉眼 的病変 は,そ れがはつ き り陽 性であれば陽 性

として とって もよいが,私 のよ うに往 々に して非特 異性

の病変 をみ ること もあ るし,そ れに真 の陽 性の もの も見

落 とす こと もあ る。またた とえ,肉 眼的な病変がな くと

も組織 学的に変化 を認め ることがあ るので,肉 眼的病変

のみに依存す ることは危険で あろ う。

V結 論

非病原性抗酸性菌 と推定 され る菌株51株 ・結核菌12

株 につい て その発育 および4%NaOH,4%H2SO4

の前処理 によ る影響 をみ るとともに,マ ウス接種 の予備

実験 として,H2株,非 病 原菌 として白石株 を,そ の中

間の もの として カタラー ゼ陰 性のINAH10γ 耐 性の今

井株 を用いて本実験の方法 を検討 した結 果次の よ うな成

績 を得た。

1)非 病原性抗酸性菌の25株(49%)は1週 以 内

に発育 したが2週 で発育 した ものが14株(27・5%)・

3週 以後に発育 した ものが12株(23・5%)あ っ た。 こ

れに対 し結核菌の全部が2週 以後 に 発育 した・ 発育 と

出所 を対比 してみ る と動物系 の ものが早 く発育す るもの

が 多かっ たが集落 の着色 や性状 とは関係が なか った。

2)前 処理で は,非 病 原性 の抗酸 性菌 はアル カ リ処理

が酸処理 に比 して障害が 少ない もの,酸 処理 がアル カ リ

処理 よ りも障害 が少ない もの,ア ル カ リ処理 と酸 処理 と

が同 じ程度 の ものがあって,そ の傾 向はっかめないが結

核菌 では大部分 が同 じであって少数株 はアル カ リ処理の

ほ うが障害 が少な く,酸 処理 の障害の少ない ものは1株

もなかった。 これ を出所別にみ ると,ひ と系では傾向 は

はっ き りしないが動物系では その全部が酸処理の ほ うが

障害が少なかった。 また集落 の着色お よび性状 と前処理

の影響 との 間に は はつ き りした 関係 は 認 め られ なかっ

た。

3)マ ウスに接種す るの には,0.1mgを 接種 して1

週,3週,6週 で屠殺剖検 して,肉 眼 的に病変 をみ ると

ともに臓器 の一部 を とり組織学 的に検査 し,さ らに臓器

よ りの菌 の還元培養 を定量 的に行 ない,そ の消長 をみ る

ことに重 点を お くのが もっ とも妥 当であって,こ の場

合,組 織 学的 な結核性の変化が週の進む とと もに はっ き

りし,臓 器,と くに肺 中の菌 数が週の進む と ともに増加

す るこ との2つ の条件 をみ たす ものを毒力が あ ると判定

す ることに一応 きめた。

終始御指導 を頂 き,御 校閲 を賜わった慶大医学部 石田

二郎教授 な らびに北研付属病院小 川辰次部 長に,ま た病

理組織学 的検索 に多大 の御助力 を賜わった北里研 究所岡
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